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金子 亨
1. 1998年度調査の 目的と組織
科学研究補助金 による国際学術研究 ｢アム - ル ･ サ ハ リ ン地区の ｢危機 に曝された+ 諸言語文化の
調査と記録+ (殊題番号09 041009) は , 1997年度8 月と9月 に行わ れた国際研究集会の討議に基
づき､ ロ シア連邦ハ/てロ フス タ州ニ コ ラエ フ ス ク サ ･ アム - レ市 (以下｢ニ コ ラエ フス ク+ と暗称)
を中心とするネギグ ー ル語及びニ ヴフ語 の調査研究を行 っ た ｡ 当初の計画ではツ ング ー ス語族の研究
班は 4人編成でネギグ ー ル静及びウリチ語の調査研究を､ また ニ ヴフ語の研究班は9 人編成で アム ー
ル及びサ ハリン方言の調査研究を行う予定であっ た ｡ しか し主として財政上 の 理由で , 調査の対象と
それに当た る人数を切り恵め, 次の ような編成で調査を行っ た ｡
(1) 調査班の編成と目的
A. ツ ング ー ス語研究班
目的: ニ コ ラエ フ ス ク近郊 マ - ゴ村にお けるネギグ ー ル欝の収録
トウイル村 ･ カリマ 村にお けるネギグ ー ル語保存状況の調査
編成 :津曲敏郎 (北海道大学文学部教授)
風間伸次郎 (東京外国語大学助教授)
ぺ ヴノフ ,A M. (ロ シ ア科学アカデミ ー ･ ぺ テル ブルグ支部研究員)
ハサノ ヴァ ,M .” . (ロ シア科学アカデミ - ･ ぺ テル ブル グ民族学人類学博物館研究員)
B. ニ ヴフ語研究班
目的 : ニヴフ語保存状況の 社会言語学的な調査
ニ ヴフ帯 による生括状況の種録
ニ ヴフ帯研究者 ･ 教育者との研究協力に関する討論
編成: タクサミ,C. 班. (ロ シア科学アカデミ ー ･ ぺテ ルブルグ民族学人類学博物館館長)
ロ ク . G. M . (ノグリキ民族学人類学博物館研究員)
金子 亨 (千葉大学教授)
2. アム - ル河 口地域の ニ ヴフ語保存状況の概略
2.1. 調査ル ー ト
ニ ヴフ語調査班の調査計画ル ー トは､ 1997年度の共同討議に従 っ て , 次のように予定されて い た ｡
ニ ヴフ語調査班及びツ ング ー ス 語調査は､ まずハバ ロフ スクで落ち合い ､ 共に出来るだけ早くニ コ ラ
エ フ ス ク へ 向か う｡ ニ コ ラエフ ス ク市に数日留まり ､ 博物館 ･ 図書館を訪ねる ｡ こ の間に調査計画 を
さらに具体化し､ 数日後ツ ング - ス班とニ ヴフ班はそれぞれ独自の調査地に向かう｡ ニ ヴフ班は､ ま
ずカリマ 村に向か い , そ こで社会青驚学的な調査を行うo 数日後, さアム ー ル河 口か ら間宮海峡沿岸
の にニ ー ジ ニ ･ プロ ンゲ村 とア レ - フカ村を訪ね ､ ニ ヴフ語を話せ るイ ンフ ォ ー マ ントを探すo こ こ
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か らで きれ ば､ サハ リン へ 渡り ､ 対岸のルイ ブナエ村 ､ ルバ ロ ヴァ村､ テ ンガエイ村の状況をみて ､
再び大陸側に渡り､ ニ コ ラ エ フス タの状況をを調査する とい う予定であ っ た ｡ 最後に再びニ コ ラエ フ
スクで ツ ング ー ス調査班と合流 して ､ 相互 の調査結果 を報告 し合うというこ とにな っ てい た｡
しか し8月初旬､ 出発の 準備の ためにぺ テル ブルグの 同僚 と調査の打ち合わせを行 っ てい る過程で ､
極東沿海州及びハバ ロ フス ク州地域の , 特にアム
ー ル河下流の両岸で多くの森林火災が発生して , 飛
行機や船舶の運航に重要な障害を来して い るという情報が入 っ た o それ に伴う危険がどの程度の規模
であるかを確認する間もなく ､ 日本からの参加者3名､ ぺテルブル グか らの参加者 4名 ､ さらにノグ
リキからの研究分担者1名がそれぞれ予定どお り出発し, 8月8 日 (土) 朝にはハバ ロ フ スク市の ホ
テルで全員が合流 した｡
- 行 7人は , 翌日早朝に旅客用モ ー タボ ー ト(約10 0 人乗り) で ハバ ロ フス ク港を出発 し, ニ コ
ラエ フ スク へ 向か っ たo 移動時間は終点ニ コ ラエ フ ス タまで約2 4時間であ っ て ､ 途中ボゴ ロ ツコ イ
村に常設され てい る古い汽船を利用した船宿 に
一 泊する｡ ハバ ロ フスク - ニ コ ラエ フス ク間には この
種の メチ ョ - ル< 流星>と称する旅客船が日 に2便運行 してし1るo また汽船も動Vlて い るが ､ これは
観光客用の予約運行である ｡
ニ コ ラエ フス タか ら調査の ため に各地に行くには ､ 原則 として車か船をチャ ー タする他はない o ツ
ング ー ス粧が腰を据えた マ - ゴ村 (ニ コ ラエ フス クから西方約6 0キロ のアム
ー ル河畔の 村)まで な
らば､ 一 日に2本くらい のバスが運行 して い るが , ニ ヴフ粧の 調査 して地点の ようにアム ー ル河口の
辺都な村 ヘ行くには車を雇う他はない o しか しタクシ
- は存在 しなVlの で , 何らか の公的機関の世帯
になる他はなVlo 我々 はニ コ ラエ フス クの ｢北方民族文化セ ンタ ー + という N G O的な団体のお世帯
にな っ た o 車の 借上げ料にも運転手 へ の謝礼にもル ー ル はない o 霧と煤煙の中を無理 をきいて もちっ
た時には特別料金が必要で あるo レンタカ ー も存在 しない o しか し優に将来できても､ 路は地図どう
りで はなb)し, ガソリンス タン ドはなVlし, さら に途中で何が起 こるか分か らなV)ので , その ような
危険は犯すベ きではない o 現地の 人の助けを借りる他はない o
ニ ヴフ凝 は, ニ コ ラエ フス クに着い た翌日､ 西方約 3 0キロ のイノケンチ ェ フカ村を訪問した D そ
の翌日には , 霧と煤煙が比較的少なか っ たので ､ 東方の アム
- ル河 口 へ向か い , オゼルバ ッ ハ まで行
こうとしたが,途中の オレミ フ村で思い がけなくい いイ ンフ ォ
- マ ントに出会っ たため にそ こ で半日
を使 っ て しまっ て､ 一 つ前の岬にある古 い ニ ヴフの村であるチ ェ ルドバ ッ ハまで しか足を伸ばすこ と
はできなか っ た ｡ 翌日もオゼルバ ッ ハか らブイル へ 抜けて ､ もし時間がとれれば､ バイ ドコ フ まで行
っ て みたか っ たの で あーるが , 霧が出て視界が全くきかない ので , これは諦めざるをえなか っ た｡ また
アム ー ル南岸の間宮海峡西岸にあるニ ヴフ の多く住む村ニ ー ジネ ･プロ ンゲ及びア レ
- フカに渡る こ
とを試みたが､ 寿と煤煙の立ち こめる中で5キロ にも及ぶ河 口を横断するこ とは , 全く不可能であ っ
た o アム - ル と通称される4人乗りの モ ー タボ - トを雇おうとしたのであるが, 金を積んでも ､ 誰
-,
人としてそ の危険を侵すひ とはいなか っ た ｡ そ のた めに命拾いをしたのか も知れない ｡
こ の ような気象上の制掛こ阻 まれ て ､ ニ ヴフ班はやむなく作業班を二 手にわけて , ロ グは ニ コ ラエ
フス クに留まり､ 主に この街と周辺の村に住む ニ ヴフ の話者か ら記録を採るという作業をし､
一 方で
夕クサミと金子は トウィルか ら か+マ に向かい ､ できるだけ予定どうり , ニ ヴフ番者インフ ォ
ー マ ン
トの探索とニ ヴフ居住地域の社会言語学的調査を実行する こ とに した ｡ 8月 1 5日､ 夕クサミと金子
は､ 霧と煤煙が相変わらずアム
- ル の 川面を覆っ てい たが､ 何とか メチ ョ T ル甲早朝便をフか まえて ,
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霧の 中を ニ コ ラエ フ ス タ港を出発して トウイ ル まで行く ことが で きた ｡ しか し濃霧と煤煙は さらに濃
くなり ､ アム ー ル を閉じこ 軌 翌日早朝には船舶運航全面禁止令が出たので ､ 我々 が利用した のが最
後の便となっ た o トウ イル で は夕チア ー ナ ･ セミ ヨ - ノヴナ ･ グダン夫人の 一 家を訪ねた o 彼女は 夕
クサミ氏の 昔の先生であるB 数時間の歓待を感謝して ､ 我々 はその 日 のうちに か+マ に向かい , 夕ク
サミの従兄弟の グレゴリイ ･ ニ コ ラエ ヴィ ッ チ ･ チダ ー 氏の も とで 5 日を過 ごした ｡ こ の古い ニ ヴフ
の村ではインフ ォ - マ ントを訪ね ､ 多くの帯録を採る こ とができたo しか しこ の 間に森林火災をさら
に広が っ て , か)マ 村の 学校 の裏手まで燃え上が る有りさまで あ っ て ､ アム ー ル河はすで に全く 一 寸
先も見えない状態になっ たo その ため にハバ ロ フス ク州政府はアム ー ル中 ･下流 一 帯に飛行機と船舶
の 全面運行禁止令を9月 1日まで の期限付きで出した のだが ､ これはつ まりカリマ村 にいる我々 二 人
もニ コ ラエ フス ク ヘ 帰る方法が無くな っ た こ と､ さらには ニ コ ラエ フスタやマ - ゴで調査中の 同僚も
ハバ ロ フ スク へ 帰る手段が無くなり , 希局は ､ 調査全体を決められて期 間内に終えて 帰国する見込み
もな い こ とを意味する の であ っ た｡ しか し我々 は何として も調査日程を狂わすわ けには行かない と決
心して ､ チ ダ ー 氏に頼み込んで ,∫ 19 日の早朝 一 寸先も見えないアム ー ル を小型 ボ ー ト ｢アム - ル+
に乗 っ て か+マ から 1 0 0キ 訓まどもつ っ 走 っ て, 何 と･か ニ コ ラエ フ ス ク近郊 まで送 っ て もらっ た o
ニ コ ラエ フ ス クに直接接岸できなか っ た の は､ 禁止令のた めであ っ て , 働をつ けた村 はニ ヴフ の多く
住むイ ノケンチ ェ フカ村であっ た｡我々 はそ こか ら車を拾っ て 1 9日夜にはや っ と ニ コ ラエ フス タま
で戻る こ とが できた ｡ しか し2 0日にな っ て も運行禁止令は当然未だに解けない の で ､ 何として.も何
らか の 方法で ニ コ ラエ フスクを脱 出してハ バ ロ フスクまで帰り着く方法を見つ けなければならなか
つ た Q メ チ ョ - ルなどの 河川運行手段はさ し当たり全く見込みが無か っ たので ､ 空路ハ バ ロ フ ス ク へ
帰る方法を考え ､ 予定を早めて 2 1日か らの便を探 した｡ 事も18月 2 1日に霧と煤煙の 一 時的な晴れ
間に TU の 小型機が飛ぶ こ とが分か り, 予定より1 日早い が､ これを逃すと何時また飛 ぶかが分か ら
な い 由で ､ 急ぎハ バ ロ フ ス ク ヘ 帰るこ とに したo.幸い当日は何とか 飛行機が飛ベ る天候であ っ たの で ､
その 日夕刻にはハバ ロ フス クに帰着する ことがで きた o ハバ ロ フス クでは予約したホテル に宿泊せず
に ､ 2 3 日まで 別の ホテ ルに宿泊して ､ 総括的な報告の会を開き,･また博物館 ･ 図書館を訪れ, 有益
な日 を過ごした o -2 3日早朝には ロクが都合のよい 便を見つ けてサハ リ ンに帰り, 日本人研究分担者
は予定 どお り, 2 4日 にハバ ロ フス ク発新潟便で帰国した｡ また ぺテル ブルグからの研究分担者3名
は 一 日に遅れで2■5日に帰任したo
簸じて､ 1998年度 の夏の 調査で 臥 第 一 に ､ ツング ー ス語研究班がネギダ ー ル静 に関する貴重 な
言語記録を残すととができ､ 第 二 に､ ニ ヴフ蕎研究班は , 間宮海峡沿岸の村を訪れる こ とは できなか
つ たが , ニ コ ラエ フス ク , イノ ケンチ ェ フカ ､ それに何より もカ リ マ村 にお い て ニ ヴフ蕎使用に関す
る社会首蘭学的な調査に加え て ､ ニ ヴフ語対話の ビデオ資料 と音声記録 を予定を上 回 っ て残す こ.とが
できた ｡ 森林火災による危機的な状況にもかかわ らず､ 予定どお り調査 を完了 して帰国で きた こ と ,
こ の 予備調査にもとづいて 1999年度の ニ ヴフ常総合調査の ために十分な具体的資料を得て ､ 現地 の
重要な人々 と密な コ ンタク トを作る こ とがで きた ことは大きな成果であっ た o
2. 2. ニ コ ラ エ フス ク市にお ける ニ ヴフ静の 保存状況
ニ コ ラエ フス ク市は人 口約3万 人の古い 都市 である oか つ ては今世紀の初頭以来日本人 も多く居住
し, 第 一 次大戦直後の干渉戦争時期に起 こ っ た ｢尼港事件+ はまだ現地の 人々 の 記憶に残っ て いる o
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しか しか つ て ゴ ー リキ公園に立っ てい たその記念碑は当時の 経とは関係のな い所に移され､ 昔そ れが
立っ て いた と思われ る場所には ｢太祖国戦争+ 英雄記念碑が建っ て い た ｡
こ の 街は つ い 3年ほど前まで閉銭された軍港都市であっ た｡ 人口も5 万人娃下らず､ 海軍の兵隊達
が常時2万人以上も住む極東に稀な繁華な街 であっ た とい うo しか し今日で は, 北方艦隊の解体とと
もにすべ ての海軍兵士は故郷 へ 帰り､ そ の施設は ことごとく魔境 と化して い る｡ 華麗さを待っ た将校
用住居は潰されたままにコ ンクリ ー トの瓦磯を曝し､ 兵舎は空き家になっ て , そ 0)多くは崩れた まま
の 残骸を曝し､ 寂れた廃嘘の街の印象を漂わせて い る｡ ロ シ ア系住民の多くは噴い詰め者達であっ て ,
失業中の者が多く , 痩せ た老人 から若者に至る まで , 朝か ら飲んだくれが街をうろつ き回 っ てい る ｡
先住民族の心有る人々 は ､ こ の種の廃人同様の侵略者の成れの果て を ｢ル
ー ス キ+ と蔑ん で ､ 絶対的
な必要の以外には青葉もかけない o
こ の街には先住民族も多く住んでい る o ニ ヴフ だけで も4 0 0 人程が さまぎまな職業につ い て活発
な生活営んで いるo タクサミ と私が民宿させ て もら っ たタ マ ラ ･ ニ コ ラエ - ヴナ ･ Jてヴレンコ は ､ 間
宮海峡沿岸の アレ - フカ村出身の ニ ヴフ夫人であっ て ､ ニ ヴフ静の完全な蘇者である o 既に年金生活
者であっ て ､ 夫は亡 くした もの の , 子供達は故郷の村な ど多くの地域に幸せに暮らして いる とい う c
また ､ カリマ村の名家チ ダ家の出身で ､ つ い 最近まで海軍病院の歯医者を務めたジナイ ダ
･イ ワノ ヴ
ナ ･ チダ夫人は高貴な物腰の知性溢れ る女性であるo も1まの と ころ病院には勤めて いなも1が, 個人的
に治療の依頼に答えて い る とblう o か つて/てンフ ィ ー ロ フ のインフ ォ ー マ ントを つ とめたマ リア ･ ニ
コ ラエ ー ヴナ ･ プフタ夫人 も今はカリマ 村ではなく ､ ニ コ ラエ フ ス タに住んでい る . 長く学校の先生
を務めたそうである ｡ これらの 人々 に代表されるの が､ 都会 へ 出て きて ｢成功した+ ニ ヴフ人の例で
ある o もちろん貧しいニ ヴフ の 人々 も多い. ブリヤ
ー トの夫 と再婚 して年金生活を営む老夫人 ､ 軍施
設で働い てい たが今は失業中の 中年者など枚挙にい とまがない o しか しニ コ ラエ フス ク市に住むニ ヴ
フ は , 私の会 っ た限りで , 全体として惨めな印象ほ与えない o それなり に何とか 生活を営んで n るよ
うである ｡ こ の点で彼等は さすがに原住民で あっ て ､ 流れ者のル - ス キとは訳が違うようである｡
ニ コ ラエ フ スタには, ニ ヴフ の他にネギグ ー ル人､ ナ - ナイ人 ､ ウリチ人などが住んでい るo 朝鮮
人と港沖して いるアイヌ系ウリチ人の夫人に会っ た o ノンナ
･ ベ トロ ー ヴナ ･ ザレ - ダロ - ヴ ァ と云
い ､ ブラ - バ の出身である o お じい さんが アイヌであっ たが､ もはや名を憶えてい ない という｡･彼等
の子供達はいずれ もロシ ア語 しか許さない o 家庭語 も当然 ロ シア語であるQ
ニ コ ラエ フス タ市には ｢先住北方民族文化セ ンタ ー + とい う施設があるo 街の 中心にあっ て ､ 隣は
か つ て市博物館であっ たo その 建物もセ ンタ - の
一 部とされている o こ の所長はナ - ナイ夫人のアル
ミヤ ･ ア レクサンドロ ー ヴナ ･ コ ンギンコ氏であるo 姓はコ ンギンコ であ っ て , ナ
ー ナイの家柄であ
る o 聞き漏ら したが ､ 彼女の夫も多分ナ - ナイ人であろう o こ の人が何回か車を運転したくれた o セ
ンタ - には絶えずさまぎまな北方少数民族の人々 が訪れて は ､ お 味りをし合い , 情報を交換し､ 民族
芸能 晶を作り､ 民族料理 を作りあ っ て いた ｡ 特に目立 つ の は子供の民族文化教育である o 我々 が訪れ
ても､た8月 1 2日はち ょうどニ コ ラエ フ スク市のお祭りがあっ て､ ロ シア人達は街の
一 角で ドッ グ ･
シ ョ ウだのバザ ー ル だの ダンス パ - テ ィ などを開いて大騒ぎをしてい たの だが , セ ンタ
ー では少数民
族の子供達の芸能祭りが開催された o 特に ニ ヴフの古式舞踊が3点あっ て注目をひい た o い ずれ もニ
ヴフ語で歌われ, それ に現代風にアレンジ された舞踊がつ く o セ ンタ
ー の との ような民族文化の継東
の ための努力は大きく評価できる｡ しか しその社会的な役割全体につ いて 臥 疑問と不安がなくはな
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い ｡ こ の街の北方民族もまた 3 0倍に も及ぶ ロ シ ア人人 口 の中に社会的にほぼ埋没して暮ら して い る
ゐであっ て ､ 経済的にも行政的に も､ また言語的にも彼等の 力量はあまりにも小さい Q こ の ような社
会的環境にあっ てセ ンタ ー の役割は, 北方民族同士の お しや ベ りの 場であり､ 民族幼稚園であり ､ 民
族博物館である以外に行き方はない の かも知れない し, そ れ以上 を望むの は､ こ の 国に住む人の今日
の貧 しさか ら して も無理 というもの であろう ｡ しか しセ ンタ - の この ようなあり方は､ 敢えて 自分の
存立を危機 に立たせ て い るの か も知れな い ｡ た とえ末端であろうとロ シ ア政府機関の ような姦意的で
暴力的な組織が何時何を始めるか分か っ た もの で はない o セ ンタ ー が 自分の政治的 ･行政的な役割に
つ いて明確な展望と政策を早急に自前で作り出す必要がある ように思わ れる ｡
ニ コ ラエ フス タ市に在住する ニ ヴフ 人は意外 に多い ｡ しか しこの 内の ニ ヴフ 蕎若者 となる とやは り
50歳代後半以上の 人々 にうち意識的に､ あるは特別な環境の力で何 とか母欝 を保っ て きた人々 に限
られ る o つ まり1 93 0年代まで に, すなわち第二次大戦以前に学校教育を受けた世代にほぼ限られ
ると見て よい であろうo 一 つ の典型 を夕 マ - ラ ･ ニ コ ラ エ ー ヴナ夫人 に見 る｡ 彼女はニ ヴフ人人 口の
圧倒的な間宮海峡沿い の ア レ - フカで成長 し, 何人 かの子供と孫をもつ 中流家庭人である｡ ニ ヴフ語
を許す環境を自分か ら求めは しない が ､ 村に帰れば､ 同世代の人々 ニ ヴフ語の 対若がすぐに始まる ｡
彼女は母語であるニ ヴフ語 を胸の 内に大事にため込んでい る o夕クサミ とニ ヴフ語を話すときは楽し
そうであっ たo もう 一 つ の典型 は､ チダ ー 夫人 であるo ニ コ ラエ フス ク市の知的エ リ ー トであり､ 優
れた ニ ヴフ 語の斎着 であるが ､ その言語的能力を発揮する環境にはな い ｡ ハバ ロ フ スクの 大学に通う
娘との会話は ロ シア語で ある o これらの人 々 は北方民族文化セ ンタ ー の存在を評価 しながら も､ それ
とは積極的に関わ ろうとは しない ｡ さらにもう 一 つ の典型がプフ夕夫人である o 彼女は夕クサ ミ と共
に 『ブクヴァ - リ』 の著者 で もあるo 今日で もニ ヴフ蕎教育に熱心で ､ 未発表の 『ニ ヴフ 語 ロ シア語
会話教本』 の原稿の 出版社を探 して い る ｡ こ の人 はセ ンタ ー の清動家の 一 人で もあり､ 彼女と協力す
る何人か の ニ ヴフ人とともに ニ ヴフ番数室を開き, 子供達の指導に当た っ たい る｡ プフ 夕夫人の こう
した努力 をどう支援 で草るか がセ ンタ ー に問われ て い るの であ っ て ､ 我々研究者が何か で きるとすれ
ば､ 彼女の努力 へ の 協力を通 じて行われるの ではな いか を思われる｡
ニ コ ラエ フス タの 市立博物館にはよも)コ レク シ ョ ンがある o衣装な どに見る ベ きもの があるとい う
が､ 専門知識がな いために,-)＼バ ロ フ スクの 博物館の アルセ - ニ エ フ収集物ほどの もの を見 つ ける こ
とはできなか っ た｡ こ こで珍 しい の は ｢尼港事件+ に係わる展示で あっ て ､ シベリア出兵当時, 民間
日本人を大量殺害 した事件 をパルチザンの側から見た展示がある o博物館 に文書 と図書がある と聞も1
て いたが, 二 階の片隅に置かれた書庫には見る ベ き者はない｡
ニ コ ラエ フ スク市立図書館は立派な蔵書と資料文書をも っ て い る ｡ とりわ け北方民族に関する文書
を大事 にして いて ､ ｢アム ー ル - ス キ ･ リ マ ン+ とい う地方新聞に載 っ た北方民族関係の記事を丹念
に収集 してい るの には感心 した . ニ コ ラエ フス タに関する古tl資料.も満遍なく併存してあるので ､
一
度ゆ っ くり調 べ る必要が あるQ こ の 図書館には珍しい ことに, ゼロ ッ クス ･ コ ピ ー 機がある｡ 図書館
長マ リナ ･ イ ワノ ヴナ ･ チ シ コ フス カヤ夫人は今回の交流を非常に喜んで ､ い つ で も文書を見せ て く
れるそ うで ある o
2.3. オレミフ村にお ける ニ ヴフ語の状況
■ ニ ヴフ語調査班のタ クサミ ･ ロク ･ 金子の 三人は 1998年 8月 1 4日濃い朝霧の 中を車をチ ャ ー 夕
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して アム - ル河口間宮海峡付近の北岸の 村を訪ね , ニ ヴフ語 の保存状況を調べ たo また海峡が募 と煤
煙に閉ざされて い なければ､ オ ー ゼルバ ッ ハ経由で さらに北のプイル村まで走り, 北の対岸にあるバ
イ ドコ フ島 へ 渡る可能性を調 べたか っ た o オ ー ゼルバ ッ ハか らは南岸の ニ - ジ ニ ･ プロ ンゲ村 とア レ
- フカ村 へ 渡る河 口横断の方法もあるはずで , その 可能性も調べ ようとも考えて の ことであ っ た ｡ し
か しバイドコ フ 島 へ 渡るの は､ 潮待ち を含めて数日の余裕が必要であるこ とが分か っ た ｡ またアム
ー
ル河口 の横断に応ずるボ ー トを雇うこ とは この地域で は無理であ っ て , ニ コ ラエ フス クか ら対岸 へ 渡
り､ そ こから車をチ ャ ー タする他はない ことが分か っ た｡
ニ コ ラエ フ スタから10キロ東方の パ ラヴイ ンカ村にはニ プジ 家
一 族など数軒 の ニ ヴフが住ん で
い た o しか し訪ねた人達は , 留守であっ たり､ 病床に伏 して いたりで ､ そ の人々 が未だそ こに住んで
い る こ とを確認するにとどまっ た｡
そ こからさらに4 0キロ ほど末 へ 走 っ てオレミフ村 を訪ね たo この村にはニ ヴフ が約 3O家渡, ネ
ギグ ー ルが2 O家渡, 他に ニ ヴフ とロ シア ､ ニ ヴフ とネギグ
ー ル の家族が数軒住ん でい る o こ の 榔ま
総人 口 20 0 人 法どの漁村であるo こ の 村も例に漏れず､ 全体 として失業者が多く ､
一 日滑に浸 っ て
過 ごす者が少なくな いと云うo しか しコ ルホ ー ズが解体された後に民営の漁業組合がで きた り, サナ
トリウムが作られた りして ､ 村の将来は絶望的とはい えない o 北方民族の人々 も糖構よu職につ い て
い る ｡ 漁協の会計はニ ヴフ の若い夫人 , 学校の数学の先生はネギダ - ル ､ 村に三軒ほどあるマ ガジン
(何でも屋の商店) にも ニ ヴフやネギダ ー ルが働い て いた o
こ の村で ヴズグン家を訪ねた とき, 我々は幸運に出会っ た ｡ ア ンナ
･ イワノヴナ (6 4才) がち ょ
うど鱒を処理 して ユ - カ ラ (複数)と名付けられた干 しもの を作っ ても壮 の である ｡ 彼女の鮭 を5枚
卸 しする手さばきをビデオに収め ､ 作業中の タクサミ ･ ロ クとの ニ ヴフ蘇の対帯を録画できた o 対番
は自然にニ ヴフ語で進行するわけではない oア - ニ ヤお婆さんはすで にニ ヴフ簿の 日常会話の習慣を
失 っ て いるので ､ タクサミ氏やロクさんがニ ヴフ語で話 しかける限りで ニ ヴフ 藩で答えるc 斎 しが途
切れる とたちまちにロシア語に戻るo また言い よどんだりすると ､ ロ シア語が出てくる o しか しニ ヴ
フ語 の よる日常の会畜に不自由する風で はなも)a
で きたて のイクラや新鮮な氷頭 (ニ ヴフ語で ｢ブタ+) を早速ごちそうになりながら, 近所の ニ ヴ
フ人の様子などをニ ヴフ番 とロ シア語で箭しあっ た o何人もの知り合い の ニ ヴフが最近亡くな っ たそ
うである｡ 平均寿命が6 5才を殆ど越えない ので ､ ア ンナ ･ イワノヴナ自身も老婆のうちである ｡ 長
男は失業中であるが､ 次男は船長であっ た｡ 今の と ころ漁がない ので ､ 遊んでい るが ､ まもなく また
船に乗るというo 彼女は次男と 一 緒に住んで n るQ 彼等の住む家は, 木造の丸太づくりで ､ 古くひ し
ゃ げて い るo 仕切のある部屋の 数は三 つ で , それに台所が付く o 調度品はす べ て古く汚れ, お よそ掃
除とか整頓という ことを知らないか に見える ｡ ア
- ニ ヤ は明るい 性格の働き者であるが ､ 家をきれい
にするには辛が回らな い のであろうo 唯
一 の 同居人の次男も - 切の現金収入がなく､ 毎日の食料はそ
の 日取れる鮭鱒数匹ほどと真の畑で取れる じや がい も とわずかの野菜類, それ に2 ル
ー ブルほどの パ
ンであるo 一 家が入手で きる鮭鱒の 数は法的に規制されて い て , こ の時期には 2 2 匹 である とい っ て
いた Q も っ ともロ シアの法規の常で ､ こ の種の 法規の拘束力は無に等 しい o 彼等の日常の栄養掛
まこ
ぅ した無料の食料を基本として ､ これ に村の何で も屋で売 っ てblるわずか の韓国製カッ プラ
ー メンの
ようなもの である｡ 生活の水準 臥 北方の寒村の類に漏れず, 極貧 とい っ て も過言で はない o しか し
それは喰っ て い けな い生活で は決 してな い ｡ ある意味では伝統的な生清様式に従 っ て ､ それなりに十
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分な食料を得てい る とさえ い うこ とがで きる ｡不思議なの は どこの 家の 真にもウオ ツ トカ の ビンが山
積みにな っ てる こ とであ っ て ､ これは､ わずか に手 に入 る現金がす べ て 潜 に化けてい る証拠であるo
こ の村で はアンナ夫人 を含めて二 ･ 三人 の 6 0台の人々 が まだニ ヴフ語を雷すこ とが できる ｡ しか
しもう 一 つ 下 の世代､ つ まり彼女の息子達は幼年期からイ ンテルナ - トで育っ た世代であっ て､ 恵ま
れた文化的環境にあっ たにもかかわ らず ､ ニ ヴフ語 を 一 言 も若さず, 理解も しない o 彼等の次の世代
にと っ て はお婆さんの話すニ ヴフ 語は昔々 の青葉であ っ て ､ 全くの ｢外国語+ であるQ こ こで はニ ヴ
フ語は ア - ニ ヤ の世代で継東が絶たれた と見な されるo しか し民族的な漁労文化は ､ 栄養渡が これ だ
けだとういう理由で , 生業として継承されて い るo それは ロ シア人漁師にも部分的に影響して ､ 彼等
の干 し物作業等に ニ ヴフ と共通の作業工程を もつ に至 っ てい る ｡
2
.4･ チ ェ ル ドバ ッ ハ村 における ニ ヴフ 番の状況
オレミ フか らさらに東に 1 0キロ ほど行っ た と ころにチ ェ ル ド′てッ ハ とも巧 村がある.我々 一 行 は
そ こ へ 向かう ことに したの だが , ロ ク さんは ア - ニ ヤお婆さん に付き合 っ て , 途中の 浜辺までイチ ゴ
採りにでかけた o 帰りに待ち合わ せる こ とに したの である ｡
チ ェ ル ドバ ッ ハ村は大きく開けた アム ー ル河 口にあ っ て , 晴れた日に はアム ー ル の南岸とサハ リ ン
が 一 望できる とい うo こ の 日はた またま日が差す程度の天気で はあ っ たが､ い つ 霧が立ち こめ ､ アム
ー ル両岸の森林火災に伴う煤煙 で視界が効かなくな るか分か らなか っ たので, 4人乗りのモ - タ ー ボ
- トを潜んで ､ 南岸の ニ ー ジネ ･ プロ ンゲまで5キロ 法どの 幅の アム ー ル河口 を横断する こ とは残念
ながら辞めた ｡ また海峡付近の改も高い とV)う若 しで , そ こからオゼルバ ッ ハ を経て ブイルまで走 る
こ七 も断念せざるを得なか っ た ｡ も っ ともそ のお陰で この村の事情をよく知り, さらに鮭鱒の定置網
漁にまで付きあうこ とができたの は幸も1であ っ たo
こ の村の人 口は 10 0 人 に満たない o しか しこ の村もか つ て は, 十数軒ほどの ニ ヴフ人家族が住む
安定した村落であ っ て ､ 盛んな鮭鱒漁業 ･ 加工基地であっ たという｡ 7 0年代にはすで にニ ヴフ人 に
よる漁業コ ル ホ ー ズで できて い て ､ そ れな りの 共同作業も行われてい た o しか し80年代の 初め に不
幸がや っ てきた 8 ニ コ ラエ フス タの行政府がそれに加えて , ロ シ ア人の 漁業実習場を作 っ たの である ｡
2 0部屋旺 どの 木造平屋の 建物を作り, そ こに秋の漁期を中心にニ コ ラ エ フス クなどか ら若い ロ シア
人を住まわ せて , 定置網の他い く つ か の漁法を実習させて , 魚を ごっ そり都会 ヘ 持ち去 っ た ので ある ｡
こ のた めにニ ヴフ の村は潰れた D - 人また 一 人 と村を去っ て , ニ コ ラ エフ ス クに出る者もあれば, 親
戚を頼っ て遠い部落に落ち つ い た者もあっ たというo この 村に今日 まで留ま っ たの はわずか に二家族 ､
ホトコ ン家とハル フ家であ っ た ｡
我々 は この 村で夕クサミ氏の 旧友インノケ ンチ ･ ミハイ ロ ヴィ ッ チ ･ カル フ氏を訪ねた o カルフ 家
は夕クサミの敬郷の か+マ 村にもあ っ て , 両家は親戚同士で あるの で , 夕 クサ ミ氏とも旧知の 間とい
うわ けである ｡ イ ンノケンチ氏の奥さん は病床にあっ て ､ ひどく痩せてい て ､ 病院にはかか っ てい な
いように思われた｡ 息子が三人 い て , 母を世許 し父を助けて暮らして い る ｡ しか し彼等は三人共失業
中であっ て , 現金収入 はない o 食料は目 の前に広がる豊かな アム ー ル の 恵と裏の 畑(これ には｢ドコ+
とい う古い ニ ヴフ語 の呼び名があるの で ､ 昔か らの 日常生活領域な の であろう) の 農作物である ‥ 亀
子の 一 人が定置網 にかか っ た魚を採りに行く とい うの で ､ 我々 も同行したo 岸か らわずか 1 0 O メ叶
トル ほどの川岸にニ網ほどが仕掛けて あっ て ､ そ こ に小型の鱒が7匹かか っ ても1た o これは彼等 6 人
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家族の 2日分の栄養源としては十分である｡ 確か に食っ てはい けるの である ｡ そ して たまにイクラや
キャ ビア な どが 出来れば, それ をサイ ドカ ー に載せ て ニ コ ラ エ フ ス クまで売り にい き､ 多少の現金が
手にはい る o それ で パ ンが景え るo カルフ 一 家は旧ニ ヴフ部落の 一 等地に住んでい て ､ かね てか ら原
住民の 中で尊敬を集めてきた家族 である ｡ もう 一 軒の ホトコ ン家も決して豊かで はないが ､ それで も
娘を ニ コ ラエ フ ス クの実業学校 に通わせてい る｡ 彼女はあか抜けた美人で , カル フ家の兄弟の憧れの
的ら しい o しか し彼女も多分この村 を出て いく に違い ない o しか もロ シア人とで も聴婚 しようもの な
ら､ 村の ニ ヴフ はまた 一 人同胞 を失うこ とになる o こ の世代に この村の 将来を託すのは いずれ にせ よ
無理 な注文 というもの であろうc
この村には他にネギダ ー ル ､ ナ - ナイなど北方民族の家族がそれぞれ 一 軒づつ 河岸に へ ばりつtlて
暮ら して い る ｡ いずれ もひ どい あばら屋であっ て ､ 豚 と牛を飼っ て いる ｡ ともに放し飼 い であ っ て ,
これを何時どう処分するの か具体的に想像すうる こ とがで きない o 河岸では子供達が犬と追いかけあ
い っ こを して いた o 彼等が学校 に通 っ てい る様子はない ｡ 数年ほど前まであっ たインテ ルナ - トはす
で に崩壊 し､ 学校は遠い o よ旺ど都合の よいときサイ ドカ - に乗せ て もらえるだけである｡ 毎日河岸
を走り回り､ 半死の寄りつ き鱒を拾 っ たりして いるだけである｡
カルフ家の東隣りには ､ か つ て この村が最盛期を待っ た ときに立て られた漁業実習寮がい まも残骸
を曝 して u る o こ こにはか つ て多くの ロ シア人 の若者が働い ていたが､ それもソ連崩壊後今日まで出
口なく続い て い る経済危機の結果 として , 数年前に閉鎖 され , 閉鎖後もそ こにしばらくは不法に住み
つ u ていた ロ シア人 ･ ウクライナ人な ども今はもうどこ ともなく出て い っ て ､ 遣るの はただ 一 家族の
食い つ め者の ロシ ア人だ桝こなっ て しま っ た ｡ 彼等 もまた完全失業者であっ て ､ 先の見込みもなく ,
殆どボンコ ツノの トヨ タで近所の 村から何が しか の物資を調 達してや っ との こ とで日々 を送 っ て い
る. 彼等の食料も基本的には ニ ヴフ と同様に目の前のアム ー ルから得て い るの だが , 処理が悪い の で
あろう､ 家の 回りは魚の汚物だらけで , ニ ヴフ の家の小椅鹿さとは比 べ もの にな らなu o こ の ロ シ ア
人の 家にも胡散臭い若者がい るが , カルフ 家の若者は何とかま ともに付き合 っ て , サイ ドカ - の部品
を譲り合っ たり, たまには 一 緒 に村に貴い物にでか けたり しているようであるo
しか しカルフ家の西側の河岸に接して建つ 雑居長屋となる と､ 斉 しは別である｡ こ こ には廃人同様
の ル ー ス キ､ つ まり非原住民系の侵略者と流れ者たちが朝から悪質の ウオ ツ トカに浸り､ 何 一 つ せず
に日がな 一 日うろうろして uる o そ こを余所者が通の は危険きわ まりない o 難癖をつ けては金をせび
るの である ｡
二 軒の古い ニ ヴフ家族､ 古も1ネギダ ー ル とナ - ナイの貧困家族 ､ 居残りの ロ シア人家族､ それ に 一
群の 食い詰め者の飲んだ暮れル - ス キ､ これがチェ ル ドバ ッ ハ村の全住民であるo 彼等は い まアム ー
ル の 恵である鮭鱒を毎日食べ てや っ と飢えを凌Vlでい るの であ っ て , か つ て こ こに安定 した ニ ヴフ人
集落があっ た ことを思う と､ ソ連時代の コ ルホ - ズの時期の ロ シア人植民とそ の後の経済的破綻のよ
る全面的な生活破壊がソ連 とロ シアの許しがた い犯罪である ことにい まさらながら傑然 とするQタク
サミ氏も私も ｢これはカタス トロ - フだ+ と溜息をつ いた｡ こ の村の状況は今日ニ ヴフと北方民族の
置かれた困難の 一 つ の典型で ある ｡ しか も全ての典型の なかの最悪のタイプと見なされる ｡ カル フ老
は､ 出口が見つ からない とニ ヴフ語 で 嘆いた ｡ タクサ ミ氏 とこの 旧友との間に交わされ た この ニ ヴフ
番の対話はビデオ に収められた o ともすれ ばロ シア語にな っ て しまうニ ヴフ轟会帯を聞きなが ら､ ニ
ヴフ哲 の維持などとい う言葉は私の 口からは到底出ようとしなか っ た｡ こ の悲惨の中で どう して音静
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の保持などといえようか Q そ れが実感で あっ た o
2･5. イノケ ンチ ェ フカ村の ニ ヴフ語の 状況
イノケンチ ェ フカ村はニ コ ラエフ ス タ市の 西方約3 0キロ のアム - ル河岸にあ っ て ､ 人 口約 2 80
人 ､ 殆どが漁業で生活して い るo か つ ては レ ー ニ ン漁業コ ルホ ー ズなる ものがあ っ て ､ 多くの収入 を
得てい たとい うo しか しこの コ ルホ ー ズも今は解体され ､ 後継企業が正式には構成されてし､ない の で ,
旧 コ ルホ - ズの メンバ ー は形式的には全員失業中であるc
ニ ヴフは約1 90人で ､ 村の 人 口 の約半数を占め るo こ の 村にはネギグ ー ル等の他の 北方民族 も住
んで い るが , 人 口構成の詳 掛こつ い ては ロ クさん による資料 (別添) がある｡ これらの 人々 は家族ぐ
るみ で鮭鱒の漁労とその 加工 にたづさわ り, それによ っ て 生活 して い る ｡ たい て い の家族は自分 で小
型船をもち, 秋の大遡上時期 を除い て ､ 各自自分の持ち分である 一 日2 0 匹程度を定置網などで採 っ
ては干物やイ クラを つ くり , 或いは塩ゆで にして 日常の 食料にする. しか しこの 一 日何匹という規制
もい い 加減なもので ､ 実態は無原則 で勝手気ま まに漁を している のであ っ て , たまに馬鹿で悪のル ー
ス キに つ かま っ て , それ なりの罰金を とられる こ とになる . ル ー ス キの 方はそ の罰金でウオ ツ トカを
飲む とも､う具合であるo漁のあるときに 臥 村役場から特別許可を得て全員で大規模は漁をする o我々
が二度目に この村を訪れたときには ､ 男立ちは全員霧の アム ー ル に船を出して漁の真 っ 最中で あり ､
女連は干し物 とイ ク ラ作りの準備に大わ らわであっ た ｡
タクサミ ･ ロ ク ･ 金子の三人 が初めて この村を訪れたの は 8月 1 2日であ っ た o ニ コ ラエ フス クか
ら折か らの森林火災の煤煙と濃霧をつ い てひどい悪路を 一 時間ほど走 っ て ､ 村の役場兼集会所 へ 着く
と､ ニ コ ラエ フス タの行政機関か らの通報があ っ たらしく､ 村長 の ロ シア女が引見するか の よう に
我々 を執務室に招き入れ , す ぐに1 0人 ほどの ニ ヴフ住民の代表との会議が始 まっ た ｡ 大柄で下品な
ロ シア人村長は初め こそ大n に息巻い て いたが , 我々 とニ ヴフ代表の具体的な質問に気勢を削がれ ､
たちまちた じたじとな っ て ､ や っ と弱気 の本音を吐く始末であっ た｡ 日く , 社会主義の時代には北方
民族につ い て多く語られたが, 糖局は何の成果 も焦 されなか っ た ｡ 今日で も具体的な方策はない ｡ か
つ ての コ ルホ - ズは解体され, それと共に多くの資材が失われたo 現在 は非常に複雑な状況 にあっ て ､
こ の 囲敷から抜け出す路は当面見あた らない o 古t)組織を引き継い だい くつ か の企業が存在するが ,
し､ずれも成功 して い なn o その 糖果住民の多くはハバ ロ フ ス クなどに出てい っ て しま っ たo 資本主義
の移入以来､ 多く の期待に反 して ､ ･どうもがうまく行かない のが現状 である ､ などな ど｡
同日 の午後も村の文化セ ンタ ー なる集会場で再びニ ヴフ住民との討論会が開かれた . そ こには ､ 多
少の 出入 りはあっ た もの の ､ 3 0人を越える ニ ヴフ住民が集 まり, 熱心に､ 時には興奮した論議が行
われた ｡ 村長の ロシア女が我々 三人を解介 した複で ､ タクサミ氏がニ ヴフ人 と してニ ヴフ帯 とその文
化の保護に つ い て演説し､ 日本の 同僚の支壊さえも期待で きるの である と訴えた｡ 私も また当地に来
た目的につ い て語 っ た o とこ ろが 二 ･ 三人 の ニ ヴフ夫人が現在の政策の い くつ か につ い て具体的に村
長を批判し始めたとたんに ,会場はたちまちニ ヴフ住民による村長 つ る し上げの 集会に変わ っ て しま
つ1= o 漁業権配分の不平等赦廃 ､ 賃金不払 いの問題､ 資材の配分､ 教育資金の配布などにつ いて何人
もの夫人が立ち上が っ て声高に村の行政批判を続けた の であるo
､しか し議論が時に鎮静した ときには, 文化と教育に関する具体的な問題に話題が及ぶ こともあ っ た o
国が教育に金をよ こ さない状況を訴えて , こ の ま までは学校閉鎖 もあり得るとい う意見 さえ も出され
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た o村長はニ コ ラエ フス タの 当局に寮んで いるがい まの と ころすべ て不可能だと繰り返すだけであっ
た o こ の村の学校で はかねて から ニ ヴフ語 を教科として教える計画があり､ そ の試み も若い教師ワレ
ンチ ェ ヴァ ･ セルグ ー ナ ･ グダン夫人な どによ っ て行われ てきた ｡ 彼女の 最大の 問題はニ ヴフ語教師
の不足であるとい うQ まさにそ の通りであ っ て ､ 教科書と辞書はタクサミたちの編纂した もの があり,
初等教育には十分に使える ｡ しか しニ ヴフ語 をなんとか教える こ との 出来るものは ､ 老人だけで , 若
い教師は全く いない し, また育 っ て もいない o 彼女の ような存在は貴重な例外である o ニ ヴフ蓉教員
養成 こそが この言語の再生 ｡ 保存問題の今日最大の緊急課題である こ とは間違V)ない o
こ の村で もニ ヴフ 語を昔す ことの で きる者はすで に6 0才を越える数人 に限られて い て､ 彼等同士
が寄り集ま っ て ニ ヴフ語で蕃 し合う ことはもうない とい うo また家族とニ ヴフ語 で対許する こ ともな
い ｡ 若い世代が理解 できないか らである｡ 従 っ て ､ こ の村は ､ 人 口の半数が ニ ヴフ人で あるにもか か
わ らず､ ニ ヴフ 語は老人の追憶の中にかすか に残っ てい る に過ぎなbl言語 であ っ て ､ そ の継東は事実
上すで に二世代にわ た っ て途切れ て いる ｡タクサミ氏が村の ニ ヴフ集会で訴えたような ニ ヴフ 語の再
生 ･ 保護もまた ｢外国語 として の ニ ヴフ欝+ の教科数青から始めるほかはない . その ためにはグダン
夫人が いうように, 第 一 に指導者の養成 ､ 第二 に教育方法の 開発､ 第三に教材の作成が緊急の 課題で
ある｡
2.6. カリマ村にお けるニ ヴフ語の状況
か+マ村はか つ て ニ ヴフ族の首都とさえいわれ たとuうo 各地の ニ ヴフが こ こに集 まり
.
, 交易し ､
また この村から出て ､ 新しい ニ ヴフ村 を作っ たのであるo タクサミ氏もプフ タ夫人もチダ ー 夫人 もこ
の村の 出身であるo 人口 10 0人ほ どの 小さな村にして娃多くの優れた人材を輩出しても1る o
タクサミ と金子は8月 15 日に高速旅客船で ニ コ ラエ フス クを出発し, 途中イノケ ンチ ェ フカ ､ マ
- ガ､ タハ タに停船 して , それぞれ何人かの 人々 を乗せて濃霧の アム ー ル を三時間放 ど遡っ た o こ の
夏は三年続きの干ばつ と暑さの ためにハバ ロ フ スク州全域がひどu森林火災を起 こし, アム - ル河両
岸の タイガの草むらが真常乾燥の ために自然発火して ､ い たる ところが煤煙につ つ まれた o ハ バ ロフ
ス ク以北の アム ー ル中流 ｡ 下流はアム ー ル - ス キ ･ リ マ ンと呼ばれ る河 口と間宮海峡に至るまで, 演
い煙 と霧で完全に閉ざされて しま っ て い た｡ 煤煙は地と水面を這い ､ 数十メ - トルの高さで河 とタイ
ガと町を覆い尽く したので ､ 飛行機は もちろん船舶と自動車の運行にも重要な支障をきた した｡ 我々
がニ コ ラエ フ ス タを立つ 日 はとりわけ霧が濃く ､ メチ ョ - ル発着所に出かけた とこ ろ, こ の便 で最後
だとうい うo 事実翌日には9月 1日ま での航空船舶運行全面禁止令が出た校どである o も っ とも この
禁止令が解除されな い ままに､ 21日には飛行機も船も動t,1たの であるが o 我 利ま全く視界の 聞か な
い水面 をレ ー ダだけを頼りに1 0 0キロ 圧 どの道の りを遡 り, や っ とトウイル港に着い た o
トウイル は比較的大きな村 で ､ か つ ては船舶工業や水産加工も行われていたらしく ､ その残骸があ
ち こち に野曝 しにされてい た ｡ マ ガジ ンと称する何で も屋が数軒あり､ 数年前まではホテルも営業し
てい た とい うo こ の村 にもか つ て南部 一 帯の 旧船着き場を中心に ニ ヴフ 人の部落があっ た という . し
か し現在ではグダン家な ど数軒が遣 っ て い るにすぎない ｡ こ の 一 家の長老であるタチア ー ナ ･ セリ ョ
ノヴナ ･ グダン夫人 は幼い頃の タクサミ氏の先生であっ て , ニ ヴフ語 をよく話す ｡ 彼女の娘達も彼女
の教育の おかげで ニ ヴフ語を理解し古い文化に関心をも っ てu る o しか し娘達の うち 一 人は ロ シア人
と結婚 して生活もロ シア化して いる ｡そ れでも この 一 家は ニ ヴフ語 とニ ヴフ文化を再生保持するため
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に重要な役割を果たすで あろうイ ンテ リ ー 家であるo 我々 はそ こで こ の村の様子 を聞き, 民族料理 を
ビデオ に収める こ とがで きた｡
トウィル の波止場に着い た ときに､ 我々 は予期 しない幸運にめ ぐりあっ た o 来て いる筈の 出迎えが
なく , しばらく波止場で待 っ て い ると､ 小型 ボ ー トが 一 隻勢い よく砂場に乗り付けたとみるや ､ 4 人
ほ どの 乗員の うちの 一 人がや にわ にタクサミ氏と抱き合っ たものである o 15年ぶ りの従兄弟同士 の
再会で あっ たo 我々 は トウ ィル に泊まる予定を変更 して , 彼､ グレゴリ ー ･ ニ コ ラ エ ヴィ ッ チ ･ チダ
ー 氏とともに早速カリマ に向か っ た｡
チダ - 家はアム ー ル ･ ニ ヴフ の 旧家で大きな族 (ロ ー ト) である｡ ｢夕クサミ+ も この 一 族の分か
れであ っ て ､ 姓だけをもつ o チダ ー 家は現在カリマ だけでなく ､ ニ コ ラ エ フ スク にも親族がい る｡ グ
レゴ リ ･ ニ コ ラヴィチ は奥さんを亡 くしたのち - 人でニ 人の娘達を育て ､ 今で はそ れそれが独立して
舞姫 して孫が いる o 上 の娘が隣に住んで いて ､ 夫婦でや もめの父の身の 回 りの世若を して い るが ､ グ
レゴリ ー ･ ニ コ ラエ ヴィ ッ チ ､ つ まりグリ ー シヤ自身は自由奔放に暮ら してい る o と 削 さっ て も優れ
た知性 と的確な判断力をも つ グリ ー シヤ は旧コ ルホ ー ズ時代からの 村の指導者である o村の コ ルホ ー
ズ ･ レス トラン と名付けられた丸太小屋の物置き場には ､ 村の漁師が朝 の漁を終えた後 とか昼休みな
どに集 ま っ て はウオ ツカを飲んで情報交換をするの を常と してい るの だが ､ そ こで最も尊敬を集め て
い る村の 漁師の中心的な存在も この グリ - シヤである ｡ 夜中まで飲んで 払 い びきをか い て - 寝入り
して ､ 4時半には蝶鮫漁にでか ける｡ 朝の 8時には 5 0 セ ンチ幅の 5キ ロ もある蝶鮫の 身と取れた て
のキャ ビアをかつ い で家 に帰っ て きて , ｢朝飯だ起きろ+ と我々 をたたき起 こ し､ 早速 にこれらの 獲
物を千切りに して塩をか けて食 べ る｡彼の丸太小屋は3 0坪ほどの平屋でそれをカ - テ ンや家具な ど
で四 っ に仕切っ て奥には娘達が寝てい たベ ッ トが ､ 東方の物置兼作業場に画した方には居間と台所が
ある o しか し男や も 捌こ何 とや らであっ て , 部屋も台所も義理 にもきれ い だとはい えなも､｡ ユ ー カ ラ
の 創 噸 らしにブラッ ク ペリ ー の砂糖漬けの発酵 しか か っ た もの ､ それに この村にただひ とつ のマ ガ
ジンで売 っ て いる帝梼美味しい パ ンの切れ端がそ の へ ん に散らばっ て ､ 異臭をはな っ てむ､る o しか し
彼と この家で住むの は実に楽しい o ｢昔は良か っ たな んての はウソだ ‥ ル ー スキ野郎が来てか らいい
こ となどありや しない｡ しか しこ の とこ ろは ひどすぎるo 何もか もエリツィ ン ･ マ フイヤに潰されち
や つ た B 生活の 建て直 しの 方策は全く立たない o 漁業組合の 私企業化を実行するには当初の資金がな
Vユo チ エ ンネル､ お前の い う文化再建なんか は, 飯が食えるようになっ てか らの若 しだo 俺だ っ て ニ
ヴフ清くらい 削 ､くれらで も喋っ てやるサo しか しそんなこ とをして 一 文の得にでもなる と思うか o
実際､ 今､ 俺 達, 何をすればよnの だo + と大声で , 時r- しんみり と語る のであるo 彼が この村で何
か を始めれば､ ニ ヴフ もまだ何 とかなる ｡ そう確信させ る人物である8
我々 がグリ ー シヤ の 家に住ん で い る間も森林火災は ますます広が っ て ､近所の学校の すぐ裏手に火
の 手が上がり､ 村人達は滑火 に狩り出されたo 二 台ある トラッ クの うち 一 台は動か ない ので , 残りの
一 台 を河岸にもっ て きて ､ それに水を汲むo 一 杯になる と火事の と こ ろまで走っ て い っ て ､ バケツ で
水をか ける o 行政府がな ん とか しな いのか とう っ か り馬鹿な質問をしたら ､ ｢あんな馬鹿共に何が で
きる と思うんだo + とグリ ー シヤ が怒鳴る ｡
村の学校の歴史の教師 であるニ コ ライ ･ ジミ トリ ･ ヴァ ズグン氏とそ の奥さんの 博物館主任ナジ エ
ー ジ ダ ･ セルグ ー エ ヴナを訪ねた とき, 二 人の老夫婦は , い つ森林火災がせ ま っ ても逃げ出せるよう
に､ 家財道具 一 切をたく さんの袋 につ めて , それに腰をおろ してお茶を飲 んで いた o ニ コ ライ ･ ジ ミ
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トリは ニ ヴフ ､ 奥さん娃ネギダ - ルであるが ニ ヴフ語の話者であるo ナジ ェ ジダ ･ セ ルゲ - エ ヴナ は
我々 を学校 へ 案内して くれたo 夕クサミ氏が5 0年前に通 っ た学校は今は魔境である 8 しか し二 階に
はこわれた ままの博物塞 があっ て , そ の 脇に この村出身の英雄たちの写真と解説が並んで い たc そ の
中には勿論吾がチ エ ンネル ｡ ミ ハイ ロ ヴィ ッ チ ･ 夕クサミの若い頃の写真
.
b見ら･れたo こ の学校が魔
境にな っ たの は四年前であ っ て, すぐ左隣に建っ てい るインテル ナ - トが廃業してか らの ことであるo
子僕たちは昔から日常 この村に住んで u たので ､ 寄宿制学校はもと-もと必要がなか っ た のであるが ,
イ ンテルナ - トなるもの がなければならなか っ た時代には､ この村 にもそ れがあ っ ただけの ことであ
る o しか しインテルナ - トの ほうがち ょ っ とばかり新しい ので , それが廃業した後 へ 二学級 の学校を
移 した というのであるo こうして 学校は魔境にな っ たが , 新築の 工事も始ま っ て いる o これが出来れ
ばイ ンテル ナ - トも磨壕になる o 新較舎建築現場はインテルナ - トと旧校舎の 目の前で ､ や っ と床の
粋が敷かれたとこ ろである ｡ 工事請負人はグルジ ュ ア人で ､ ロ シア人を何人か使っ て , 実にの んぴり
と作業を して いる ｡ これでは何年経 っ ても校舎は完成する まい ｡ それに何故失業中の ニ ヴフ など現地
人を雇 っ て工事をしない の か o い い腕の大工もも1るとも1うの に, 見るからに下手で不器用な余所者に
うちの学校の工事をさせるなどとんで もない というものである ｡ ｢これもル ー スキの馬鹿の仕業だo+
とグリ ー シ ヤ は解説して くれたものである ｡
こ の 学校で は, 大戦後 一 次途切れたが ､ 30年代の青から ニ ヴフ 語が教えられ てい る ｡ しか し教科
である ｡ 教育言語は原則と して ロ シア語 であるが､ か つ てそれもニ ヴフ語であっ た ｡ 現在の 教材は夕
クサミ ･ プフ夕 ･ ヴイ ンゲン編の 『ブクヴァ - リ』 と夕クサミ ･ ポリティ エ ヴァ 編の 『ルイ ･ ベ タシ』
(1992)であっ て ､辞書としては夕クサミ蘇『ニ ヴフ帯 ･ ロ シア簿 ＋ロ シア静 ･ ニ ヴフ静辞典』(1983)
が用い られてい る o またサンギ ･ オタイナ蘇の 『ニ クヴン ･ ドゥ フ ･ ピトグン』 (ニ ヴフ帯サハ リ ン
方言の 二 年生用教科者) が参考教材とされて い たo 先生は ､ マリ ー ナ ･ ニ コ ラエ ヴナ ･ パ トカ ンとス
ラ - ヴ ァ ･ ベ トロ - ヴナ ･ カリマ サマ氏で , 特にマリ - ナ ･ ニ コ ラエ ヴナはこの 4 0年もの あいだず
ー
つ と熱心に ニ ヴフ簿を教えて きた ｡ 6 0才を少し過ぎた優 しい夫人 であるo 彼女の帯を聞く ことが
できたの は , 最近まで この学校の校長を長く務めたグレゴリ ー ･ ミ ハイロ ビッ チ ･ デハル氏のお宅で
あっ た｡ 彼はは夕クサミ氏の幼なじみであっ て ､ 彼と彼の奥さんか らこの村の 教育の歴史を聞く こと
がで きた ｡
デハ ル氏の 向か い にガリ - ナ ･ シヤ - リン ･カ ドナ夫人が 一 人 で住ん でい る o 彼女は この村の長老
の 一 人で, 古u若 しや物語を最もよく覚えて いる貴重な ニ ヴフ語 の話者である o 彼女と夕クサ ミ氏と
の ニ ヴフ哲の会許は約二 時間分録音する ことができた ｡ほとんどとぎれのない ニ ヴフ静の会蕎であっ
て , 彼女は ロシ ア語 よりニ ヴフ 語が楽なようである ｡ ロシア驚が混じる場合も人の噂などの納得にい
くコ ンテキス トが多い o 今回の調査で最も信頼できるインフ ォ ー マ ントであっ た o カリマ にはガ - ニ
ヤお ばあさんを含め て少なくとも5人 の ニ ヴフ静の帯者が い る｡ しか し4 0才台から下は学校で教科
と して民族の言葉を習っ ただけで あっ て , 日常はロシア簿で暮らしてい る ｡
カリ マ は子供が多い村 である . ニ ヴフ 人口約1 0 0人のうち2 0人くらVlが学枚に通う子供達であ
る. 子供達は大らかで ､ 日がな 一 日 ､ 犬と 一 緒に村中を駆けめぐっ てい る o こ の子供達は貴重な財産
である o 彼等がニ ヴフ を背負っ て 立つ ことができるかも知れな いから である o 彼等は事実, 村の未来
を託すに十分な力を持っ てn るように見えた o
森林火災も ー 段落した朝､ チダ ー 家と夕クサミの 親の墓参りをした o ウオ ツカと鮭とパ ンとをも っ
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て裏山 に分け入る Q 近代的な墓石 に写真がはめ込まれた墓碑が と ころ どこ ろに立ち, まわ りに柵がほ
どこされて い るc チダ ー 家の革は四 塔, 夕クサミ氏の 母 の墓がそ の隣に立 つ ｡ ウ オ ツ カ をか けて鮭の
身を備えて祈るo 帰りが 捌こアイヌ 一 家の 墓を見 つ けた o 何代か にわた っ て この村 に住んだ樺太アイ
ヌ の家族であるが , 姓は消えて しま っ て判読ができな い ｡
カリ マ村の グリ - シ ヤの 家に厄介になっ て 四 日性ど経っ て も ､煤煙を含 んだ濃霧は 一 向に晴れる見
込みがない D しか も例の運行禁止令が撤回されたとい う若 しも聞か ない o この ままで は今度の調査隊
全員が期調査を終えて 日 どおり に帰国する こ とも危うくな る情勢であ っ た o我 利ま何と して もニ コ ラ
エ フス タ まで戻り善後策を講じる必要 にせまられた ｡ そ こ でグリ - シ ヤ に何 とか こ の霧の中を､ 禁を
犯してアム ー ルを渡り､ ニ コ ラエ フ スクまでモ - 夕ボ ー トで連れてい っ て欲 しい と頼み込んだo 一 日
待 っ ての朝 ､ 犬の 毛で作 っ た冬用の マ ン トと, 蝶鮫の 肉､ 鮭の干物 とウオ ツ カな どが用意 され , 同僚
の ヴ ェ テ ラン漁師サ - シ ヤの運転するボ ー トに乗 っ て, 患るベ きス ピ - ドで 一 寸先も見えない アム -
ル を走り出 した ｡あらゆる入 り江 と水の 流れを知り尽くして い るサ ー シ ヤ は広い 川幅を縦横無尽に走
り回 り､ 2時間半の後には ､ なん とか ､ ニ コ ラエ フスタ入港が禁止 されてし1るため に､ イノケ ンチ ェ
フカの岸 ヘ 我々 を送り届けてく れた｡そ こからは勝手 に車を見 つ けて ニ コ ラエ フ スク へ 帰ろというわ
けである ｡ こうして我々 はグリ - シ ヤ と分かれて､ 一 日早くニ コ ラエフ ス ク ヘ 帰り着い たの であっ た o
カリマ は ニ ヴフ の村 であるo ネギダ - ルや ウリチ ､ そ れにナ - ナイや ブロ ビジヤ ン ･ ユ ダヤなど他
の 北方民族も数家族住ん で いる し, ロ シア人も少なか らずい るo しか し住民の 大多数は ニ ヴフ であり､
走り回っ て い る子供達に聞いても, 自分は ニ ヴフ人だというこ とに何の 掛 )もも っ て いない ｡ そ して
その こ とと､ 自分がロ シア静 しか話せない こ ととの 間に何の問題も感じても)ない の であるo この状況
をどう展開するか は､ グリ ー シ ヤなどの意図と行動に懸か っ てい る とい えようo
(カリ マ村略図)
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3. 可能な言語計画
3.1. 一 般的状況 :母語継承の 断絶
ニ ヴフ語 を話せ る人 は､ ニ コ ラエ フ ス タの ような都市部で も か+マ の ような ニ ヴフの村でも､ だい
たい 6 0歳以上の 人々 で ある｡ 例外は, た また ま優れた著し手の おばあさん子であっ た というような
好条件に恵まれ て ､ ニ ヴフ 語を覚え､ い ままで何とか忘れない できたというような場合で , イノケ ン
チ ェ フカ村 のグダン夫人 (2 0代後半か)がその典型 である o しか し今回出会 っ て人 々 の中で この よ
うな人 は彼女ひとりであ っ たo 5 0歳代後半の人 々 の中には意識的な文化の担い手であり､ 立派な母
語の 話し手が見られる｡ 都市部で孤立して生活してい る人々 の中にもタマ ラ ｡ パ ヴレンコ 夫人などの
数人に出会うことが できた o しか しカリ マ に 創 ゝて さえ5 0歳代前半よ り若い人々 は, もはや全く ニ
ヴフ語を話せ ない ｡ こ の 人々 の 子供達 ､ つ まり2 0歳代後半か ら3 0歳代では母語の 話し手は殆どい
ない o そ の子供たちはい まち ょうど学齢期であるが , 彼等はせ いぜu = ヴフ語の いくつ かの 単語を知
っ て いれ ば良い方であっ て , もはや完全にロ シア語 の母語話者である｡
要するに, こ の子供達の世代から起算 して ､ その親の世代にかけて の 二 世代は､ 稀な例外 を除も1て ,
ニヴフ語の話者で はない ｡ しか しその上 の世代, つ まり三世代上では, まだ多くの人々 が ニ ヴフ帯を
覚え てVlる o しか し日常 ニ ヴフ語を使っ て生活 して いる人は居ない o 使える人 も5 0歳代の後半以後
に限られる ｡ ニ ヴフ語を使える人々 も日常の 生活で母語 を使うこ とはない｡ 世代間で許しが通じない
からである ｡ 年寄り同士が集まっ て も､ 大部分ロ シア語 で話すこ とが多い という｡ も っ ともロシア蘭
の話 しの中に ニ ヴフ蕎の単帯が混ざる こ とは間々ある ｡特に民族的な生清簿秦とでも呼ばれる べ き単
語が混ざるの はよく聞かれる｡
ニ ヴフ語の保存に関する 一 般的状況は, ニ ヴフ静が学齢期の子供から起算して 二世代または二世単
にわた っ て , 話されて いない こ とにある ｡ こ こで ｢箭されてい ない+ というの は､ ニ ヴフ欝が使われ
て いなblとも1うだけでな い o こ の 二 世代には､ 母蓉の 運用能力も言静能力も無くな っ て しま っ て い る
の であるo こ の状況を母語継承の 断絶の状態と言おうo すでにニ ヴフ驚か らロ シア語 へ の言語交替が
起こ っ て しま っ てい る と見なさぎるを得ない ｡ 言蕎交替が 二世代間続いた とい うの は, 新 しn 謂 が
クレオ ー ル的に母語 に成るためには十分な条件である ｡ こうすると､ ニ ヴフの 母帯はすで に交替して
ロ シア語になっ て しま っ た と判断しなければならない ｡
次に ニ ヴフ語の状況を地域的に見てみ る｡
3.1.1. 都市部
今回の調査 で都市部とし1うの はニ コ ラエ フス ク ･ ナ ･ アム ー レ市だけであっ たo も っ とも 一 般に ,
ニ ヴフ簿の話されて い る都市部という地域は この 町だけであろう｡ ニ コ ラエフ スク市におけるニ ヴフ
人住民数は, 別添の ロ ク氏資料によると4 00人を越えるo しか し人 口 3 万人の うちの 4 0 0 人であ
るo 北方少数民族全体は約7 00人であり, ニ ヴフ はそ の過半数をしめる o しか しこの 町の広域通用
語 は, 町の成立以来ロ シ ア語であり､ 多様な民族の申で暮らすには広域通用静を優先的に使う ことに
なるの は当然である o こ の町にはプフ夕氏､ チダ - 氏な どを含めて ､ 一 流 の ニ ヴフ帯の箭 し辛が何人
も住み , そ の多くは町の 知的指導者である o しか しこの町で はニ ヴフ語の 教育は全く行われて こなか
つ た o ｢北方民族文化セ ンタ - + におい て は , 諸民族の共存と融和がス ロ ー ガンであっ て , 諸民族独
自の 文化の 維持と発展の ためには努力が傾けられてきたが､ 言語 の維持の ための活動は少なく繁とも副
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次的な位置づ けを与え られ て きたに過ぎない ように思われる Q 現に諸民族語 の教育は組織され てい な
い o 民族語 の/てンフ も作 られて い ない o プフ 夕氏は 二 十余年も前に ニ ヴフ ･ ロ シ ア語会話教科書の 原
宿を完成し, 出版 しよう と努力 してきたが ､ 未だに成功 してい ない o 象徴的なで き ごとである ｡
こ の 町で もニ ヴフ 語はすでに 二世代以上 も使われ て こなか っ た｡ こ こで ニ ヴフ語 の教育を始める と
する と､ それは文化セ ンタ - の事業がひ とつ 増えるだけの ことであ っ て ､ 謂 復活の た めに具体的な
成果 を期待する こ とはむずか しい D
3.1.2. 三 つ の典型
ニ ヴフ簿の 継東 断絶 ､ あるい はロ シア語に言語交替は ニ ヴフ語がか つ て使わ れてい た全域に見られ
る状況である ｡ しか し今回廻 っ て みた限りで は､ その状況に幾分違い が見 られたo そ の違い は次の よ
うに三 つ の典型に分けられるようであるo
3.1.2. 1. 壊滅 - - オゼル バ ッ ハ の ケ ー ス
か つ て 7 0年代の始め まで この村はニ ヴフ の 中心的な漁村であっ た ｡ しか し今日では , 上 に述べ た
ように,.人
々 は離散 し､ 村は破壊され たQ 別添の ロ ク氏の資料による と, こ の村の ニ ヴフ人口は 1 4
人 とあるが ､ これは二 家族 1 0人と他民族 と結婚 した人々 で ニ ヴフ 人 と登録した 4人を合わせた数 で
ある ｡ カル フ家の主人イノケンチ氏札息子達とさえニ ヴフ帯を使わない o 息子達が分からない からで
ある . こ こでは村を再建する こ とも､ ニ ヴフ帯 を再興する ことも無理 とい うものである o
3. 1.2.2. 言語･バ ッ チ - イ ノケンチ ェ フカの ケ ー ス
この村の総人口は ､ こ の数年ロ シア人が少 しづつ 出てい っ て いるの で ､ 確実に減少中である｡ そ の
ため に, ニ ヴフ人口の 比率は相対的に上が っ て ､ 現在約半分程度 で , 実数は約 16 0人 である ｡ 他に
何十人 かの北方民族が住むo こ の漁村で も学齢期の子供 とその 親は ニ ヴフ蕎 を全く蕃せない o 唯 一 の
例外が グダン夫人 であっ て ､ 村 の学校で ニ ヴフ帯を裸外で教え てい る Q 彼女の最大の 問題は ニ ヴフ 簿
の教員がいない こと､ 十分な教材がない ことである ｡ 子供達は ニ ヴフ帯 の学習に関心を持っ て い る と
いう ｡ しか しそれが日常の 生活用帯 にな るとは思っ ていない ｡ 一 方で彼等 は自分がニ ヴフ人で ある こ
とを当然の こ とである と思 っ てし)る o 何故な ら親がニ ヴフ だか ら とい うo それで いて ､ 自分が民族の
母語を話せ ない こ とにはあまり矛盾を感じて い ない ようである｡ ロ シア語で育 っ た し､ それ で広い 範
囲で生活がで きるからである｡ 彼等が ニ ヴフ語を学ぼうとするの は､ ロ シア語 とニ ヴフ語との 二言蕎
使用者にな っ て ､ ニ ヴフ 人 として の言語的バ ッ チ を付けて歩こうというの である o それが何の役に も
立たなも
､
1と知 っ て いて ､ 民族表徴と して ニ ヴフ簿 をちょ っ と知 っ てお こ うとい うわ けであるo それ で
も､ 民族語の教育は求められて いて ､ 現にか ろうじて行われている o 彼等が この優れた玩具を生活用
具にするか どうか は, 将来の 問題である｡
3二1.2
.3. 復興可能 - - カリマ の ケ ー ス
カリマ村の 人 口の 圧倒的多数は ニ ヴフ であるo 他に 10人ほどの ネギダ - ルやナナイが住み ､ ロ シ
ア人が 30人性 ど住んで い る｡ 人 口の総数 は1 0 0人余りであるが, 学齢期の子供達が 2 0人ほ ども
い るo こ の村では この 5 0年間ず ー つ と ニ ヴフ帯が教科と して教えられてきた a ニ ヴフ 語も ときに は
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教育言語 として用 い る ことがある と､ 4 0年ニ ヴフ語の教師を務めた パ トカ ン先生が語 っ て いた ｡ こ
の村の子供達もそ の親たちもニ ヴフ語 を知 っ て い る｡ 恐らく日常生活 に困らない だけの言語知識を少
なく とも潜在的に持 っ て いるの ではない かと想像される o ロ シア蓉の 方が使も)やすいため に､ また親
の世代がロ シア語 で話して いるの で , 日常それを使わないだけであるように思われる o
こ の村で は､ ビデオや映画等の 面白い教材があっ て , 楽しい読み物や マ ンガな どがあっ たら , 子供
達はニ ヴフ語 を使っ て遊ぶようになる可能性が存在する ｡ そ の ような条件を整えて , なおか つ 彼等が
ニ ヴフ語 を捨て るの であれば､ これは民族が民族の 書簡を捨てた の であ っ て , これも言語権の行使の
ひとつ のあり方である｡ 問題は , 彼等がどこまでや っ て みるか ､ それ を ｢われわれ+ がどこ まで凄助
するかである｡
3.2. 現状 :教科 ･ 教育書蕎 ･ 教師養成
ニ ヴフ語 の継承は 二 世代半途切れた と判断で きる｡ それ を再生できるかどうか は, 現地の 人々 の意
志に懸か っ てい るの だが､ 子供達が喜んで学ぶ面白い教材を作るな どは ｢われわれ+ の仕事 である ｡
問題は現地の人々 とどの ような共同作業ができるか であるo それを いそい でじ っ くり組織できれば ､
この 言語 の復興も夢ではない o
3.3. 変革 :誰がやるの か
3.1. 1 9 9 8年度調査地点に関して
(1) アム ー ル流域の ニ ヴフ語調査を行うにはニ コ ラエ フス タに拠点を置く必要がある ｡ それ柱次
の理由による :
a. ニ コ ラ エ フスク市内に優れたイ ンフ ォ ー マ ントが数人居住する こ と
b. 車 ･ モ - タボ ー トの手配を こ こで行うこ とが便利である こ と
c. 同時に5 人以上の宿泊が可能なホテルは この地域で この 町にしかない こ と
d. 北方民族文化セ ンタ ー 及び行政府が種々 の便宜を計っ てくれる こ と
e. 物資の 調達 と情報連絡がニ コ ラエ フス クを中心にして行われて い る こと
(2) 重点地域は次の ようである :
a. ニ コ ラエ フスタ市内
北方民族文化セ ンタ ー を中心にする. こ こで プフ夕夫人などの協力を得る o
b. カリ マ村
行程: ニ コラエ フ ス タから メチョ - ルで トウイ ル まで ､ そ こか らボ ー トに乗せ て もらう｡
相手: チダ､ デハル ､ カ ー ドナ, バズグン家などo 特に学校の取材が必要だが ､ 事前に情報雫換
に必要がある｡
c. 副次的に :イノケ ンテ ェ フカ村 ･ マ - ゴ村
行程: ニ コラエ フ ス タから車をチ ャ ー タするo
相手:グダン夫人 の ニ ヴフ語教育の試 捌 こ注目する必要がある o また マ - ゴ村はイノケンチ ェ フ
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カ村方3 0キロ にあ っ て ､ 今年度ツ ング ー ス 班が 1 0日ほどネギダ - ル語の 調査 ･ 記録を行
つ たが , その報告に皐る とニ ヴフ 語話者数人がい る とい うo
3.2. 1 998年度調査で得た調査地点情報
(1) アム ー ル ･ リ マ ン地域
バイ ドコ フ島バイ ドコ ヴォ村
行程:ニ コ ラ エ フ ス クか ら車をチ ャ ー タ して , 東海岸の プイルを経て マ カ ロ フカ に至る(3時間)a
そ こで ボ ー トを借りてポイ ドコ ヴォ ニ渡る (1時間3 0分) 0
波が荒い ので , 稀に しか行 けない点に注意 o
別行程 ニ コ ラエ フス クか ら草をチ ャ - 夕してク ラス ノエか ら北東に向かい メ ニ シコ ワに向か う
(悪路の ため 5時間) o こ こ でボ ー トをチ ャ ー タ してバイドコ ヴォ に至る (2 0分) o
相手 :古い ニ ヴフ村で数人の よい 話し手がい る o
(2) アム ー ル右岸地域 (間宮海峡沿岸)
a. アレ - フカ村 (最重点地域)
行程 :アム ー ル左岸の チ ェ ル ドバ ッ ハ村まで車 (3時間) o そ こで対岸 へ モ ー タボ ー トをチ ャ ー
タする (1時間) . この コ ー ス は悪天候で は無理がある o
別行程: ニ コラエ フス クか ら定期船で ア レ - フカ半島北側の ニ ー ジネ ･プロ ンゲに渡 り(3時間),
そ こから車をチ ャ - 夕 して ア レ - フカに至る (1 0分) o
別別行程 : ニ コラエ フ ス クか ら定期船で対岸の コ ンス タンチノフカ に渡り (3 0分) ､ そ こで 車
をチャ ー タしてア レ - フ力まで走る (3時間) a
相手 : バ ヴレンコ 家な ど多くの話 し手が居るc こ こで は少なく とも数日間の 取材が可能である c
ち. ニ ー ジネ ･ プロ ンゲ村 (重点地域)
行程 :同上
相手 ･. パ ヴレンコ 家などの知人が多い の ､ ア レ - フカ村 とこの村でそれぞれ 2 - 3人づつ の作業
班を作っ て調査記録 に当たるo 部屋を借りられる可能性は低い ので , 少人数で短時日の 取
材がよい o
3.3. サ ハ リン ( 樺太) 地域に関して
19 9 8年度は悪天候 の ためにアム ー ル地域からサハリン島 へ 渡るこ とはで きなか っ た ｡ また アム
ー ル側からサハ リン側 へ 渡り, 帰 っ て くる方法は天候 に左右されがちで無理が多も1o タクサミ ･ ロク
両氏の意見を総合する と, サハ リンか らアム ー ルに入り､ ニ コ ラエ フス タ - ハバ ロ フス ク経由で帰国
する 一 方交通路が適当である o
サハ リン島の調査につ い ては ロ クさんが組織者的才能を発揮して準備をする手筈で ある ｡
調査地点は以下の ようで ある :
(1) ネクラソフ力
行程 : ユ ー ジノ ･ サ ハ リンス クから空路オ - ハ ( 運航日 に注意) ｡ オ - ハ か ら車をチ ャ ー タして
ネク ラソフカ へも1た る (2時間) ｡
相手 : 数人の優れて著 し辛がい るとい う｡
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(2) サハ リ ン西海岸
ネク ラソフカか ら西海岸 へ 出るの は ヘ リコ ブタ - しかない B 2 - 5 万円を要するo ネタ ラソフカ
を諦めるならば, ノグリキから車をチ ャ - 夕しヴァ ル経由で島を横断してテ ンガイ に出て , ボ - トを
チャ ー タ して北上する (d ･ - c - ･ b ･ ･ a) a
別行程として , オ ー ハ から車をチャ ー タしてルイブノエ へ 出る o こ の場合はルイブノエか らルイブ
ノヴス ク ･ ルポロ ー ヴォ ヘ南下する (a - b - ･ c - d) o
サ ハ リン西海岸はアプロ ー チが菜しい ので ､ 次の四 地点の うち, 2 - 3地点に限るぺ きであろう｡
しか しいずれ にせよ ､ ルイブノ エ また はルイブノヴス タから大陸に渡る定期船があるし, ボ ー トをチ
ャ ー タする場合も こ こか ら出る o
もし二地点 を選ぶ なら, ルイブノヴス クとルポロ ー ヴォ とする ベ きであろうo
a . ルイブノエ
大陸までの不定期船ありo 少なく ともボ ー トがチャ ー タできる o
ニ ヴフ 人二 家族が いる とい うo
ち. ルイブノヴス ク
大陸まセの不定期船あり o
ニ ヴフ人数家族がいる というo
c. ルポ ロ ー ヴォ
ルイ ブノヴス クからボ ー トで 3 0分o
ニ ヴフ人家族が - 二軒あるというo
a. チンガイ
ルポロ ー ヴォか らボ ー トで2時間o
状況は不明｡
以上の案を ロ クさんと詰め る必要がある ｡ そ の際, どの村にも2 - 3人以上の 宿泊の可能性が ない こ
とを考慮 して , 小班編成を準備する必要がある ｡
1998.10.04.
4
. 映像 ･ 音声資料
4.1
. ビデオ撮影資料
(1) ロ ク撮影 :1998.08.1 0- 2 0 ｢ニ ー ジ ニ ･ アム ー ル+
VHS120m 一 本
(2) 金子撮影
a. ｢イノケ ンチ ェ フカ討論集会+ VES120m 一 本
b. ｢ニ ヴフ哲対蕎集+ V H S 90m 一 本
c. ｢アム ー ル下流の ニ ヴフ村+ V H S120m 一 本
d. ｢ニ コ ラエフ スタ北方民族文化セ ンタ ー + V H S60m 一 本
4.2. 音声資料
a. ロ ク ･ 金子 ｢ニ ヴフ語対粛+ 1& 2
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b. ロ ク ｢テキス ト朗読+
4.3. 写真など
乱 ニ ヴフ の村の ス ケ ッ チ (カリマ 村な ど)
b. 調査班記録
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添付資料
アム - ル河口北方民族人 口調査 (1998年夏)
ガリ ー ナ . D. ロ ク
ニ ヴフ ウリチ ネギダ ー ル エ ヴェ ンキ_ナナイ ヤク
ー ト ウデ へ 他
ニ コ ラ エ フ スク ･ ナ ･ ア ム ー レ 4 1 7 5 5 37 5 0 1 1 8 7
クラ ー ス ノ エ ･ パ ラビンカ 8 4 3 7 l l 9 7
オレミ フ 5 5 3
チネラッ ハ 24 5
トネイバ ッ ハ 2 9 5 ･ 3
オゼルバ ッ ハ 14 2 3 7
ブイル 6 8 7
マカ ロ フカ 4 3
イノケンチ ェ フカ ･ サ ハ ロ フカ 16 8 4 5 5
ヴラセ - ヴォ 17 l l
ムノ ー ガヴ ェ ルミノ エ 1 08 1 7 22 2 1
チ レヤ 2 6 6 4
オレリ ･ チ レヤ 15 3 2 1
マ - ゴ ･ ア ブシ ヤ ノ エ ･ ボ - レ 9 8 l l 4 1 3 2
ニ ー ジネ ･ プ ロ ンゲ 1 8 0 7
ア レ - フ カ 83
(但し､ 空欄は基本的に不明と見なしてよい ｡ 金子)
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